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Jレック ワイド緒言

「ルック ワイ ド！ とは、いい名前〈本の〉ですね。

そう，思いませんか？ これは、また、シニア｝スカウ

トのモッ トーとして、いいものです。人4の多くは、

そう思うにちがし、ありません。;t;:い人たちにとっては

まさにそうで、地if!.の両泌を見わたすことができなく

なる結果にまで、深〈深〈波野をひろげて行くこと

は、若い人は千ベん一律で、例外はないでし I う．け

れども、ルフク ワイドということばは、広い地平線

への展望に、その怠味の多＜ 'l'託すのではありませ

ん．諸君は今、なんでも、かんでも実験してやってみ

ようという年令になっています．その対般は、特殊な、

専門的なものへの実験ではなく、手あたりしだい、な

んでも、かんでもを、です．そういうことになると、

たぶん、君たちが、やってみようとしたり、 銀求しつ

つある現在の機会よりほかに、 熱中すべき機会は、他

に決してない、と、いうことになるでしょう。この機

会をのがしてはならないわけです。

シェアースカウティング昔日門という ものは、 この運

動の｛也の邸門が、そうであるように、清たちの手によっ

て出発した制可であります．君たちの予によるのでな

かったとするならば、君たちの先般の手によってスタ

ートされたわけです．まあ、そういったほうが、より

適切でしtう．それは、 Eたちの体力と意志の力、そ

れに忍耐力というものは、宮らよりか年ドの少年より

も、ずっと、ずっと強くて、それからくる要求なるも

のは大きくふくれあがって、なんでも、かんでも、や

ってみたい、と、する欲求をもつから、そういうこと

になるのです。「ザ・シユア－7-.カウ ト・ハンドプァクJ
という本は、すばらしい本で、シニアーの訓練が進歩

前進した納県生まれた馴鰍の）/SI憶について害かれた本

です。けれども、この本が出版された1948年以後、新

しいことを、たくさん総験したので、それらの経験を

析しい本で宛表したくなりました．私たちは、この新

本が君たちの線路に大いに役だつことを望むものであ

ります．ある喰は、もとの本のものを残し、ある2震は

それを改定しました．そうでない章は、まったく新し

い資料による込のでありま寸．

チーフ・スカウト

払は、過去10-!f.にわたるあL、だ、シェアーたちによっ

て、彼ら！＇.I身の予で1m~された、 実に、傑出したもの

が、たくさん、あることを間L、て、身ぶるいもしたし

よろこびもしました。 1皮ら自身で開発したというの

は、彼らの怨自民）Jと挑戦の受容によってやったもので

す．そのJ免戦の受符とは、彼らが、年少隊または少年

隊に入隊してからこのかた、長い道を旅してきたとい

うことからくる理解（あるいはIUOによるものです．

そのかん、たくさんのことを令んだということからく

る結果です．けれども、君たちが、いちばん、学ばね

ばならないことは何か？ それは、君が、向分nJ寺会
考えてみることです．ベーデ・ノ ・パウエルの言を、号

のみにすることでもないし、｛也の人たちの頭で考えた

ことを、受け入れるだけであってはなりません。型に

はまった仕事ならできる人は、いくらでもあります

が、判怠即妙にぬ1古f働かす人は、た〈さんはいませんの

緒trは、 少年隊のこどもに向かつて、スカウトとい

うものは、どのように行動すべきであるかを示すこと

のできる人たちです．ます、、スカウティングというも

のが、充実したや寝耳と有占をな生活を、少年たちに与え

る絶好の険金をもqていることを、示してやることが

できる人たちでありますのお手本で示したり、指導U

（イン:Aトラp’ー〉とLて夫伎の上から援助lてJや

る‘ニとにIって、その険会を最kのものたらlめるこ

とも＊rことのできる銘震です。

勇んで、おぞりなさL、！ 阿をlム・〈ひらいて ！

われら、スカウト迎動の伶大な兄弟仲間の有mな一口
と仕るよう。 れの旅の前途における、よいスカウティ

γ グと、市~ ~·I' ヤンピγ グとを祈り ます。

Rowallen 

チーフ ・スカウト

〈嗣釈：中村知日連嘱託〉
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第 1章人生とはなにか

この表縦if)＼、ひとつの問題である。すべての人が答

える用懲をしておくべき問題なのだが、実際には、ほと

んどの人があまり関心を示さない問題である。けっき

l ＜、人生の甘味をむきぼり、生命の亥I］一刻を完全に策

しんでいたら一一 IIさあ、明臼のことなんかくそくら

えだ．食べて、飲んで、

複しくやろうや．なん

でそんなことを気にす

ることがあろうかHあ

る人はまた、緩みもし

ないのにこのtitに生み

出されたのだから、生

きている聞にせいせ’い

人生を楽しむ権利があ

り資任もそこに始まり

そこに終わるという。

きて、多くの新しい

l紅i勢き肉飾る経験への

~rlロに放っている若い

怠たちは、この問題に

さあ、 あすのこと企んか

〈そ〈らえ＇＂

食べてのんで

犠l,＜や司う

ついてどのように考えるだろうか？君たちは、かなり

i悶般な答えをもっているだろうと私は望みたい。そこ

でこの市の小で、肴たちの考えを明らかにし、たぷん

ローレンス・ストリンガー

草寺たちのd思考にとって示唆となるeι砂われる考え方を
少しのべてみよう。

よく耳にすることだが、人生は、君たちが築くもの

である．一般的にみても、この表現は正しいといえ

る。したがって、われわれが扱おうとしているこの問

題は、無線できない重要なことである。

あらゆる少年と宵年が、人生の成功を隻んでいると

みなしてよいと、私は思う。ごく小さい頃から、われ

われは、それが仕事であれ、遊びであれ、自分のする

ことに最善を尽くすように教えられてきた。若い陀 t

選手は駈け足で、自己のタイムを更新しようと努力す

るし、フットポールの選手はたえずボールを級う校術

とョントロールとをみがき、クリケットの選手は、投

手あるいは打者としての技能を高めようと務め、学生

は、試験に合格するように、けんめいに勉強する、ミ予

f事例を上げたらきりがない。人生についても同じこと

が曾える。も向ろん、世の中には、この考えに同意せ

ず、この載の最初に述べたような意見に従う人もたく

さんいるだろう。一一彼らはとれるだけとるが、それ

に対して、ひとつもおかえしをしないで平然としてい

る。これは哀れな態度であり、多かれ少なかれ、やが

ては破滅へ通ずるものである。

fljtがわれわれに生命を与えたとき、神はひとつの同

的のためにそれをうえt：のだと、私4主催信Lている。J) ~"Jl、状況がどんなに闘壌でも、あるL、はわれわJl

れわれがニのlltに生まれthたのは、偶然ではない。そ が、どんなに閑約していようとも、われわれの助)Jを

れは仰の.ti刷。「切である。しかし、仲は生命計商の制 必・蛍：とする、より不幸な人々はたえずいるのである．

冶主であるとはいえ、 n己の生命をいかに全うするか そして、ょのような助)Jを与えることによって、われ
については、われわれに大主な選択の円由を与えてく われは、 n分た九の同胞に奉仕するばかりでなく、刷
れた．この向山があるために、われわれは、自分n身 時に、 n分「l斗の巧えを個人的苦悩や問題．からと注は
の人伎をできるだけよし、ものにすることができるのだ なすニとによって、 1:1分l'I身にも役だてているのであ

が、このr:.111.J合行使したときにわれわれが見務として る。そうすることによって、たしかに、もうひとつの

はならないことは、われわれがや，，の助けを望むならば、 人；注な1tttl：－ー出tt私とL、う徳性を仲ばしえる。現fl:：、

神は、人生のl版協をi血むわれわれをいつでも助けてく われわれが引＝活している山界は、以前にもまして、他

れるという ことである。 判II！.、われわれに未米を轡不 人に務IJ·するj日，•!1£のできた宵年、いやゐらゆる年代の

してはくれないが、たえず、われわれとともに歩むm 人々を必要としている。機会げ無限にある。というの
意をしているのは－~起である。 は、なんらかのW1hを必要とする人はたくさんいるの
私は、人生の宗教的な而にふれるつもりはない。弘 に、物1'！的fl(酬をともなわないことに、無欲に貢献す
は、人生と神は切り舵サ伝い、いや符・接に結びついて る心情えの人は、比較的少なL、からである。京たんと

いるという伝の信念を、与問にいっておきたいのだ。 干ムが事flをする分野はあるだろうか？ 私11、真剣に

われわれ?rM逃した神は、たえずわれわれを助けてく ~~-t士lfl 、 ＜ ，.，でもあるということ、そLて、人生Ii他

れるのだというニと宮、われわれは認滋すべきである。 人に本II＇含Lているということのためにますます息か
それでは、このことを心にとどめたkで、人生にお にはるだろう一一穆仏はだれかの囚難な運命を救って

けるどんなま~~や影響が、人生とはなにかを考えるの やったり、あるいは、不幸な人々を幸福にしたことか

に、実際に関係「るのか在、自分たちの心の中で、繋 らもたらされる大きな泌足でむくいられるのである

理する仕事にとりかかろう。私がこれから君たちに句、 一ーと私は思う。なんとすばらしい特権だろう。なん

えるJIB）院は、君たbの思朽の穏としてもらいたい『ー・

巾には、給申告を君たちにまかせるものもある。

自主瞥や人4との桜触によって、われわれは彼らが同

胞のために努力した、あるいは労力している事例とそ

の影響）Jに利激されて、忽像したり、賞讃したりする。

彼らを偉大にしている要素はなんなのだろうか？ そ

れは、彼らの人生が同胞にま告仕するという意志を実現

してみせたことだと弘は思う。彼~l.t、銀人的な事l占査

を考えることなく、この円的のために献身した。アル

パート・シュパイツTーのことを考えてみよう。彼は

富と名声をもたらすことのできた才能と経磨をもって

いたにもかかわらず、中央アフリカの原比民の~命を

改善するために人生のすべてをささげた。人間であれ

ば、だれでもこのような無私の奉仕に感動せずにはい

られない。何分よりも不幸な人 を々助けたいという気

持は、たしかにわれわれすべてが持つことのできるり

っぱな~t主である。あの有名な団体の TocH（釈者従：

1920年nソドγに刷工Eされた、戦友が！日交をあたため

るための協会．各階級聞の協，羽と献身的取｛上をlJi:んじ

た〉は、これをうまく要約して、つぎのようにいって

いる． （事IU：は、地味上に与えられたわれわれの場

所に対してx・払う咳貨である！と。弘はこのことばを
宥たちにすすめたい。

とすばらしい挑戦だろう。なんとすばらしい機会だろ

う／

払がこの問題についてかなり長々と述べたのは、こ

のことが、真の拳偏には欠く ことのできないものであ

り、緩いもなく、取仕と無私の聞には、緊Yi'な関係が

あると感じているからである。少し前のことだが、彩、

がつぎにとりあげたいと思う貌切心と他への思いやり

とに関係のある 1つの実話をきいた。それは乗潟小に

背骨~折った12才の少年の五月である。医者はミFのほど

こしょうもなかったこのφ均三のためにできることとい
えば、ただ痛みをしずめてやることだけだった。とうと

う痛みをおきえきれなくなったある日、少年は激しい

発作におそわjじたが、そのあとで彼は、母親にいった。

「小潟がけがしなくて、ほんとによかったね、ぼくだ

けで／ IfL、は、この物mが、私に与えた衝撃、そして
肢後の山ぼくだけで／I’ということばを、決して忘れ

ることができなL、こりいたいけな少年は、数円後に

亡くなった．しかし彼の事例は、自己を拾て他人へり

やさしい思いや．りのう0守治、ひどく欠けている世界に

あって、惚えさかるかがり火のように締いている．一

ーしかも、わずか12才の少年である。これこそ、たし

かに、ほんとうの生き方である。

；訴を巡めよう。われわれは今円、独v.と個人の自由



について、ずいぶんと多くのことを耳にする。ある人

々は、非常に利己的で自己中心主設になり、自分が楽

しみさえすれば、他人の権利について、少しもかまわ

ない。しかも、そういうことをしながb、彼らは、弱

い、恵まれない人々を踏みにじっている。彼らはいう

｜ー仙の人々の意見や生き方にう民を使えだって。彼らが

4ムの幸福~じ干ますれば、弘はただそれを抑しのける

だけさJ また、自分たちの意見だけが、考慮、する価f~i

があると考えている人々もいる。彼らは、耳を傾けれ

ば、経験と道理にかなった話を聞けるかもしれないの

に、性急にも人の意見などきこうともしない。つぎの

ようにいったのは、マータ・トウエンである。 「14才
のとき、私は自分の父親をばかだと思った。しかし、

21才のとき、私は短い人生の聞に、父はなんと多くの

ことを学んだのだろうと篤いた」雅量ということにつ

いて簡単に述べてみよう。雅盆とは、他人に彼らが怠

見や特異性をもつこと含みとめる寛容さである。われ

われが、人々をわれわれのやり方ではなく、その人A

のやり方でヰ幸福にさせることができるのは、この大き

さである。これは、入閣がだれでも持つことのできる

もっともうるわしい徳性である。他人の意見を考胞に

・・ I~分たちの必見だ

けが、考庖する悩

飢があると考えT

“る人々Lい｝.，・・・・・・

いれ、たとえ同意していな

くても、彼ら自身の意見を

持つ権利を認めることがで

きたら、われわれすべてに

とって、人生はどんなに幸

福なものになるだろう。わ

れわれは、マータ・トウz

ンのことばを思い出せばう

まくやれるだろう。

また1立の中には、他人の

言に容易に左正iされたり、

影響されたりするために、

自分自身の考えが持てな

い、あるいは、符っても、

ちIっとした口実で、それ

を欽楽するほど弱いものしかもっていない人hb旬、

る。他人の言に耳をかたむけるのは正しいことではあ

るが、同時に、他人の怠見が、われわれのものより良

くないと思われたら、われわれ自身の怠見と基準を守

らなければならない。いつでも大勢にしたがう人聞は

とるにたらない。特にそうすることが、自分の主義を

犠牲にする場合には．それがどんなものであれ、誘惑

と図鑑に立ちむかう勇気は、きっとわれわれカ准む世

界の道徳的、精神的水準を高める助けとなるだろう。

メポーツであれ、人生であれ、逆峻や敗北に負けずに

立ちむかう入、物質的報酬のために、魂の尊厳をiたし

て欽来しない人は厳後には人生から、大きな満足と勝

利を引き出すだろう。私の考えは、正しいだろうか？

それとも、私が書いたことは誇援であろうか？ もう

少しこのことについて考えてみよう。君たちがもっと

も祭祥する人Aはだれか？ 偉業をなしとげ、しかも

すべてのことは、比較的容易にやりとげた人々か、あ

るいは、大きな図重量と闘い、必ずしもいつも勝利をお

さめたわけではないが、人生に自己の足跡を残した人

か々？ 南極のスコ 7 ト・マロリー、オード・ウィン

ゲード、フランタリン・ルーズベルト、これらの人々

はその怜んのわずかにすぎない。他にもたくさんい

る。登頂した者も、闘った者も、計画した者もいた。

そして、そうする聞に、彼らは同胞に人！自の不屈の制

神を示した。努力は彼らのテーマであった。彼らは、

人聞の般も偉大な栄光は、決して失敗しないことにあ

るのではなく、倒れても、そのたびに起きあがるとζ

ろにあることをくりかえし、くりかえし証明した。 こ

れは、人生は、なにを意味するのかを見い出そうとし

ているわれわれに．彼らが残してくれたメフセージで

ある。

さて、私は、もう lつの問題を諸君にだそう。それ

は H自然であるIIことの技巧に関している。このこと

ばは、あらゆる場合に自分自身であることを意味す

る。たえず自分の重要さを他人に印象づけようとつと

めている人々に、われわれはきっと会っている。わざ

とらしい線子が彼らのまわりに源っている。それがあ

まりひどいと、彼に、 IIそんなものは捨ててしまえH

とL、いたくなる----Jt正気にもどれHと。このような態

度はなんとばかげていることか。見識のある人は、す

ぐに、彼らの虚飾・卒直にいうと偽善を看破してしま

うから。弘は、自分の人生経験から、自分自身であろ

うとすることは、もつことのできるもっともすばらし

い徳性のひとつであることを知った。けっき Iくりつ ・

ばな人生を送ろうとまじめに努力しているならば、人

々がわれわれをどう思おうと、そんなことは人生のも

っとも価値あるものと比較すれば、たいした問題では

ない。これは他人の怠見を考慮に入れないということ

ではない。もちろん、われわれは、人に良〈思われた

いし、世間の人からちやほやされたL、。しかし、ちや

ほやされるのもよいが、えてして、それを追い求める

ようになるからこまる。われわれは自分自身であるこ

とをめざそうではないか．

少し前のことだが、私は若い人たちが、たった今

列！市したi正かりの；LJ'liりょと ~.i,!;L 介づているのを聞

いた。そのうちのひとりは、’.） ~のようにいった。

I礼伴はまったく良かヮた。 t.；桁りはとても良かつに

し、 t賞美歌は気持lえかった。それにお説教もわるく伝

・わきとらい‘ょうすが彼の

まわりにたどよっτいる い・

かった。ついでに

はくは、 ~Li￥小に

まったくH敬様・なII

気持になったJと。
君たちは、これで

L、L、とし、うかもし

れないが、私はつ

ぎのように考え

る。こι〉ことtfl:t

見りっぱそうに

見えるが、この宵

年は、優先順位を

全くはきちがえて

いることを諸君に

教えたL、。「私は

礼鮮中、まったく II敏皮なII気持になった。ついで

に、お祈りも言賛美歌も、お説教もよかったjとするの

が、この場合、正しかったのではなかろうか。

われわれは、ときどき、物事の大小をとりちがえゐ

傾向がある。すなわち、たった今のべた脅年のよう

に、重要さの順序をまちがえて、 ものごとを理解す

る。たとえば、よい友好関係を育てるのに熱心な人A

の中には、友情というものは、自分自身の家庭や闘に

始まるのだということを忘れる人がよくある。私は、

外l到の：；＜.カウトとならだれとでも大の仲良しになろう

とするのに、彼らが属している隊は、いつも近くにあ

る｜塚と｛中たがし、をしているλ カウトたちに出くわした

ことがある。

私がいおうとしていることがわかるか危？ 間泌合

進めよう。人生において真に重要危ζ とは、けっきよ

くなんなのか一一商？ 地位？ 点目~？ 訴しみであ

ろうか？ われわれが、正直で、宇i庄で、利己的で／£

〈、他人には親切にし、いつでもこまっている人身を

助けられるとしたら、それ以上、とやか〈いうことは

ないのか？ この答えは、はっきりしていそうなもの

だが、現実の生活の＂＇で i士、われわれは、いつでもルー

しい答えを見つけている止はi彼らない？

ここまで読んできた君たちが、 4ムが掛：いたもの、平ム

が持たちに示した示唆に、もしなんらかの例値を見い

出すならば、生きるという仕事は、たいへん真剣な問

題にちがいないと考えていることだろう。私はそう考

えるのであ／.， c われわれゆだれもが、われわれが当：~

ている世界に対し、大きなlY:任を持っている。己の点

z-立証したのでつぎの挿話でしめくくろう。
人生は、大きとE冒険である。弘は、このよとはで、

ーしゅんーしゅんがなにか新しいものを見つけ出し、

ifr しい経験をする機会であるということをL、L‘たいの

である。

われわれすべてがエベνストにのぼれるわけではな

い。しかし、隊長ジョン・ハント州！と隊員と、故後に

勝利におし進めたと同じ精神が、人生におけるさまざ

まの戦L、にもあるのである。われわれは、彼らがなし

たと同じように、未知のものに忠い切って挑まなけれ

なばらなL、。エベレスト警iii隊は、彼らが目的地への

途中で出合う問題については、 まったく知らなかっ

た。しかし、勇気と努力の材料で、彼らは遭過した｜封

難ととりくみ、勝利をえた。すべてが終了したとき、

隊長は、つぎのようにいった。 ｜これは、価値あるこ

とであったか？ この官険に参加したわれわれにとっ

ては、それは疑う余地はなかった。 われわれは非常な

努）Jをわかち合った。雄壮至高Mlな光景も1:1にした。わ

れわれの聞に、永遠に続〈友情をつくりあげ、この友

情の突が熱し、成就するのをみた。われわれは、あの

山よで、の偉大な住活のーしゅんーーしゅんを忘れる己と

がないであろう。

だが、｛也の人々 にとっ・(11、It.んなのだろうかソ

これは、彼らにとってもやはり、価値があるだろう

か？ われーわれが生活している世界においても、円険

が必要であるということがわかってもらえれば、また

冒険は単に山上ばかりでなく、非肉体的たものはかり

でなく、あらゆる所に見い出されるということがわか

ってもらえれば、やはり側備があると、私はf;:i＂ずる。

われわれのすべてが

ヱペレストに

のばれるわけではないー一

最後にエベιスト殺l見の

並：兆一ー怠花’メけが必！災

であればだがーーは、わ

れわれが、われわれに先

；企：った人人に蚊簿δれた

とIr.Ji時に、 こりできごと

に刺激されて、仰の人々

が彼らの 1~ペレス 1・ 1

也・仰すことにあるのれん

う。日険の機会IH、くら

でもルる。丘に、日目rjIに

海ヒに、地下に、海底

に、そして月にまでもさ

がぜるのである。
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"Rovering to Succe11~＂（1 922.ff）之、いちじるしく、

唱うがうlJ.である。と、いうことは、シニア一郎門は一

度減ff.し、（1916iμ～18lのその後3問tたった1例制，：JO

月・1円、’，，，の鮎娘、震生したことを物語る。

以 lニの園高1：念、レイノルズ務「スカウトili’~1Iを＋

子？とLて、摘記rるならば一一
0 19164］；、カプ部門の誕少と同時に、15才以上の

νュア一郎門t丹波の~·えを、ベーデソ ・ パウエ

ルはいだいた。

1918作、 i改ir:rの教育岐本案の有Ii~司教育について

のフ ィ ッシャ一軍の111•，たこ とが、 このことに閃

係をもった。フィ γジャーは、ベーデン ・パウ

：＜－／レに即~1町を求めた。それでスカウト教flは、

補習ヲ校とFイアップして考えられた。 〈これ

は、町j汗？の小ごろ、 H木に育年聞が生まれた動

機が、，j、~~年の械や！教育に出発したのと ｜司じ

形である〉

ところが、フ 4ヲシャ一家は、失敗した。それ

にともなって続初のシェアースカウト可震は流m
した．

それでも、ベーテ・γ ・パウエルはシユアースカ

。

。

ウト ffll門の術短！なすてなかったが、周聞の~に

押されてローパー邸内の新設に切り将えられた

ことは残念だった〈これは、レイノルズ氏の所

凡〉。かくて

1918,{j号、ローバ一宮官門が、シニアー邸内に代わ

司て紙生し、1922!μ"Revering to Succes.q＂や

初刊するにいたって、シェアーλカウトはロー

パースカウトの巾にのまれる結果と／$＿った。

以k、レイノルメ7存fスカウト運動J~u高率〈本

総37年2月号に釈綻あり〉に.tるの

それから254fの月Hがnって ーベーデン ・パウzル

ru・の

。

e"Look Wlde"-A  Book for Senior Sc附 I！＜ーー

というタイトルの全巻 196ページの本。

それがこの釈摘の原本で恥る。

・初版発行の年月は？

ふしぎにも、どこにも紀してない。緒言は、前総長

Lord Rowu 11聞 が向いているが、その署名はあって

も作月が主書いてなL、。私は、いろいろ手元にあるj(.献

で訓iべたが、令然、わからない。そこで推定したn

一一1950年だろうー－.！：.それは、下Jcの筋道による

ところの織理からである。

・~＊の、カバーの、見方、えしに

This is the successor lo the Senior Scout 

Handbook. From that book同oor thr目 Chapler11

have bttn taken : the r四 tare new. 

と、ある．これが探究の糸口である。

つまり、本書は、＂ SeniorScout Handbook＂の

後継（あとつぎ〉である。その本から、2～3の

盟主をとり入れた。その他の章は、新稿であるーー

とL、う。

＠さて、 "Senior Scout Handbook＇’ の初阪は一一

1948年である。そういう点から、私は、 たぶん、

1950-tj?:だろうと椴砲したのである。

原本についての解説

。
この原本ができるまでの歴史

それは、シニア・・M門が牛まれる歴史につながる。

シユア一郎門は、ベーデン・パウェ，LI/.）死後!i~肝心った

1946年に鎌足した．したがって、この原本吋却k

Wide＂には、ベーデソ ・パウエルの文章は、ひと

つも出ていない．この点、 “WolfCub.s Hand以X>k"

( 19HHf.）、 “匁・outingfor 断、y~＂ (l併前年〉および

省たらの I：£ベ ＂ 7， ト J を求め、 前進しなさ ~ 'oぺ・
うすれば、むた%が、旅路の途’11で、美しく壮E置なJ<.
ft{{Aにし、~~留に続く友情を見い出し、君たちの努

力がみのり、 I成atするのをみるこ左ができると夜、は~

う．

沼たちの人性における究婚の答えはなんであろう

か？ それは、このようなことーーす なわち、世界

は、 .f.tにちがtヰきたために、より良い場所になること

ーーではないか？ われわれのだれにとってもそうで

あるよう、や11に祈ゐ。

品必危

精神に将

かれた人

間の精神

が、到達

する‘ニと

のできな

い高さや

深さはな

いのであ

る。

ぜしτ舟し1
・ξb、かせ晶

・Bてある

〈翻訳：三沢雅嗣臼辿峨f.l)

シェアスカウトの標語として英国では＂ LookWide＂とい

うことばをあげている。広〈見工……とか、視野を広くせよ

・・とかL、う意味だとうけとられる。けれども、それは単

に、かけ声だけにとどまらないことに気づく。

イワクツ)(,, 

それはーースカウティソグは、国内だけでなく、広〈世界

的にひろがった運動であるから、カプからロ ーパーに至る課

程くあるいは過程〉のなかの、シユアの段階で、WoldScout-

ingについての勉強をすべきだという怠味セこめ て いると

解すのである。
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この勉強のお手本は、 B-P自身がJ}'をもって示した。そ

の年譜を一覧しただけでも 1910 年から 1938~に至る28年閣

に、 20回の海外旅行をしているのである。そしてそれは彼の

力だめしであった。

自分の除、自分の県、自分の間的／..カウティソグにだけ力

を尽くし、思いをよせていればそれでよいというような、狭

い心ではスカウティソグの11.の大きな盗を発見できないだろ

う。世界的な市民にはなれなL、。

われらは、わが同に欠けている広峨スカウティソグをもり

あげねばならない。 それは、今後の日本のシニアスカウテ ィ

ングのあり方のいかんにかかっているのではなかろうか？
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